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　自分にとって理想的なキャリアと
は何か。いくつかある場合は最もリアリティー
があるものを選びます。

　自分にとって最も悲観的なキャリ
アの未来を予測します。これも単なる空想では
なく、現実感を重視して描いてみてください。

　松と梅の中間でもいいですし、今
の延長線上でも構いません。 年後に最もあり
えそうなシナリオを想定してみてください。

過去 年のキャリアの中で、一番後悔して
いることは何か。
なぜそこが後悔の最大ポイントになってい
るのか。
後悔していることはいつ頃どんな努力をし
ていたら防げたと思うか。
年前の自分にアドバイスするとしたら、
どんな言葉を掛けますか。
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過去 年、素晴らしいキャリアを歩んでき
たが、そのハイライトと言えるものは何か。
なぜそれがハイライトだと考えるのか。
ハイライトが実現できたのは、いつ頃どん
な努力をした結果なのか。
年前の自分にアドバイスするとしたら、
どんな言葉を掛けますか。

次に上記と同様に梅シナリオを見ながら 年後
の自分に敗者インタビューをしてみてください。

などのイメージです。成果を数字で具体的に語
れることが共通点です。
もう一つのタイプが、世の中の変化を捉えて自
ら学び、自らの責任範囲を広げていける人材です。
ビジネスに大きな影響を及ぼす構造的な変化を
いち早く見つけ、自社の事業へのプラスマイナス
の影響を予測し、先手を打って学ぶことで、自身
の能力を高めていける人は会社にとって頼りがい
のある人材となります。特に、テクノロジーの進
化が事業に及ぼす影響や可能性をつかみ、自分の
仕事や会社への提案に生かせる人材は重宝されや
すいといえます。
ぜひ、これらの観点を参考にして、どんな付加
価値をどのように高めていくことで、将来をより
確かなものにしていくのかを考えてもらえれば幸
いです。

モ帳やパソコンなどに文字として書き起こしてみ
ると、よりイメージが鮮明になります。

３つの未来シナリオができあがったら、まずは
松シナリオをもとに、 年後の自分になりきった
つもりで、自分へのヒーローインタビューを下記
の手順でやってみてください。

これらの質問で出てきた答えこそが、今後のキ
ャリアを形成していくための重要なヒントです。
ヒーローインタビューで出てきた答えは、成功の
ために自分が潜在的に自覚している行動や備えそ
のものです。逆に敗者インタビューで出てきた答
えこそ、「これだけは避けなければならない」と
いう自分の行動傾向です。
多くの場合、一見予測が難しく思える未来を決
定づける答えは、実はすでに自分の中にあるので

す。とはいえ、何もかもが描いた通りに進むわけ
はありません。ただ、理想に向かって何らかのア
クションをスタートし、試行錯誤を繰り返すこと
で、「思考の質」や「行動の質」は必ず高まって
いきます。
■自分ができる対策とどうしようもないこと
また、キャリア設計を考える上でもう一つ気を
付けておきたいことがあります。それは自分が考
えて打ち手を実行できることと、自分だけではど
うしようもない不可抗力のものを混ぜて考えない
ということです。
経済動向や天変地異など自分ではどうしようも
ないことも不安要因になるのですが、そんなこと
を悩んでもどうしようもありません。あくまで自
分がコントロールできることだけに絞り、対策を
講じていくようにしてもらいたいと思います。
最後に、どんなキャリアを築いていくべきかの
参考情報として、早期退職やリストラが加速して
も、会社が手放したくないと考える人の共通点を
伝えておきたいと思います。ここにもヒントが潜
んでいるかもしれません。
一つ目のタイプは、企業に収益をもたらす人で
す。今や業務はどんどんＩＴ（情報技術）やロボ
ットに切り替わっています。逆に、創造力や知恵
を駆使し、新しい価値を生み出して企業に利益を
もたらすことができるスキルを持つ人材を企業は
外部から中途採用してでも集めています。
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